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北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議

平
成
30
年
度
総
会
を
開
催

こ
の
た
び
会
長
を
お
お
せ
つ

か
り
ま
し
た
、
神
奈
川
県
議
会

議
長
の
桐
生
秀
昭
で
ご
ざ
い
ま

す
。
北
方
領
土
返
還
と
い
う
大

き
な
目
標
に
向
け
て
、
皆
様
方

と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
県
民
会
議
は
、
昭
和
六

十
年
十
一
月
に
発
足
し
、
今
回

で
三
十
四
回
目
の
総
会
を
迎
え

ま
し
た
。
北
方
領
土
返
還
に
向

け
た
、
皆
様
方
の
熱
意
と
長
年

の
御
努
力
に
、
心
か
ら
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

戦
後
七
十
年
を
越
え
る
月
日

が
流
れ
ま
し
た
が
、
依
然
と
し

て
北
方
領
土
の
返
還
が
実
現
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
極
め
て

残
念
で
あ
り
ま
す
。

今
年
三
月
の
プ
ー
チ
ン
大
統

領
再
選
後
初
め
て
、
五
月
に
行

わ
れ
た
通
算
二
十
一
回
目
の
首

脳
会
談
で
は
、
共
同
経
済
活
動

と
し
て
、
海
産
物
の
養
殖
や
野

菜
の
温
室
栽
培
な
ど
五
事
業
の

具
体
化
に
向
け
た
作
業
を
加
速

す
る
こ
と
で
一
致
し
て
お
り
、

北
方
領
土
問
題
は
大
き
な
動
き

の
中
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。

一
方
で
、
元
島
民
の
方
々
が

七
月
に
墓
参
し
た
際
に
、
衛
星

携
帯
電
話
を
ロ
シ
ア
が
没
収
す

る
な
ど
、
わ
が
国
の
法
的
立
場

と
相
容
れ
な
い
行
為
が
あ
る
こ

と
も
事
実
で
す
。
こ
の
た
め
、

北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
向
け

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
戦
略
的

で
展
望
を
持
っ
た
外
交
交
渉
が

強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、そ
の
支
え
と
し
て
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
北
方
領
土

問
題
に
対
し
て
正
し
い
認
識
を

持
ち
、
一
日
も
早
い
返
還
を
求

め
る
声
を
結
集
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
県
民
会
議
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
国
の
外
交
交
渉
を

支
え
る
た
め
、
世
論
を
盛
り
上

げ
、
県
民
の
皆
様
へ
の
周
知
を

図
り
、
こ
の
運
動
を
よ
り
一
層

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議
で
は
、
七
月
二
十
七
日（
金
）午
後
三
時
三
十
分
か
ら
、
横
浜
市
中
区
山
下

町
の「
ワ
ー
ク
ピ
ア
横
浜
」三
階
会
議
室「
い
ち
ょ
う
」に
お
い
て
、
平
成
三
十
年
度
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

午
後
三
時
三
十
分
、
鈴
木
事

務
局
次
長
（
神
奈
川
県
国
際
文

化
観
光
局
総
務
室
企
画
調
整
担

当
課
長
）
に
よ
る
開
会
の
辞
で

始
ま
り
、
白
石
副
会
長
（
日
本

労
働
組
合
総
連
合
会
神
奈
川
県

連
合
会�

顧
問
）が
議
長
と
し
て

会
議
を
進
行
し
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
役
員
の
選
任
に

つ
い
て
は
、
会
長
に
は
、
選
出
母

体
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
前
神

奈
川
県
議
会
議
長
の
佐
藤
光
氏

に
替
わ
り
、
先
の
県
議
会
で
新

た
に
神
奈
川
県
議
会
議
長
に
就

任
し
た
桐
生
秀
昭
氏
を
選
出
し

ま
し
た
。
ま
た
、
任
期
満
了
及

新
会
長
に
桐
生
秀
昭
県
議
会
議
長
を
選
任

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

�

神
奈
川
県
議
会
議
長
　
　
桐
　
生
　
秀
　
昭

平 成 30 年 度 役 員 名 簿
役 職 名 氏　　　名 団　体　等　の　職
会 長 桐　生　秀　昭 神奈川県議会議長

副 会 長
白　石　俊　雄 日本労働組合総連合会神奈川県連合会顧問
田　中　徳一郎 日本青年会議所関東地区神奈川ブロック協議会会長

事務局長 阿　部　嘉　弘 日本労働組合総連合会神奈川県連合会副事務局長

理 事

稲　垣　良　一 神奈川県商工会議所連合会専務理事
二　宮　　　泉 神奈川県農業協同組合中央会常務理事
松　尾　美智代 神奈川県地域婦人団体連絡協議会会長
小　宮　志奈乃 川崎市地域女性連絡協議会理事
綾　井　祐　一 北方領土問題対策協会神奈川県推進委員

監 事
高　橋　征　人 神奈川県漁業協同組合連合会代表理事会長
西　村　明　夫 神奈川県中小企業団体中央会専務理事

平成30年度総会

び
選
出
母
体
の
役
員
の
改
選
等

に
よ
り
、
平
成
三
十
年
度
役
員

名
簿
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
役

員
を
選
出（
再
任
）し
ま
し
た
。

次
い
で
、
第
二
号
議
案
平
成

二
十
九
年
度
事
業
報
告
、
第
三

号
議
案
平
成
二
十
九
年
度
収
支

決
算
、
第
四
号
議
案
平
成
三
十

年
度
事
業
計
画
（
案
）、
第
五

号
議
案
平
成
三
十
年
度
収
支
予

算
（
案
）
を
全
会
一
致
で
承
認

し
ま
し
た
。

◇
桐
生
　
秀
昭
　
会
長
◇

神
奈
川
県
議
会
議
員（
横
浜

市
港
南
区
選
出
）。
平
成
十
五

年
に
初
当
選
以
来
、四
期
当
選
。

こ
の
間
、
商
工
労
働
常
任
委

員
会
、総
務
政
策
常
任
委
員
会
、

産
業
振
興
・
経
済
活
性
化
特
別

委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
の

各
委
員
長
及
び
自
由
民
主
党
神

奈
川
県
議
会
議
員
団
団
長
を
歴

任
。平

成
三
十
年
五
月
神
奈
川
県

議
会
議
長
に
就
任
。
神
奈
川
県

出
身
。
六
十
八
歳
。

今
年
の
日
本
は
、
か
つ
て
無

い
よ
う
な
異
常
な
猛
暑
続
き
で

猛
暑
危
険
情
報
の
ニ
ュ
ー
ス
が

連
日
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
世
界
の
各
地
で
猛
暑
が

報
道
さ
れ
世
界
的
な
異
常
気
象

が
心
配
さ
れ
地
球
温
暖
化
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
ロ
シ
ア
で
サ
ッ
カ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
六
月
か

ら
七
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、

日
本
も
参
戦
し
ま
し
た
。ま
た
、

平
成
二
十
六
年
二
月
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
ロ
シ
ア
の
ソ
チ
で

開
催
さ
れ
八
十
三
か
国
+
五
地

域
（
八
十
八
地
域
）
が
参
加
し

ま
し
た
。
ソ
チ
は
ロ
シ
ア
連
邦

ク
ラ
ス
ノ
ダ
ー
ル
地
方
の
都
市

で
、
ロ
シ
ア
随
一
の
保
養
地
。

黒
海
に
面
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
を

は
じ
め
、
歴
代
の
ソ
ビ
エ
ト
連

邦
や
ロ
シ
ア
連
邦
の
指
導
者
た

ち
の
別
荘
が
あ
り
、
プ
ー
チ
ン

も
ソ
チ
の
別
荘
で
夏
季
休
暇
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
ロ
シ
ア
に
お
け
る
国
際
交
流

は
広
く
開
か
れ
て
い
ま
す
。

独
立
行
政
法
人
北
方
領
土
問

題
対
策
協
会
主
催
の
北
方
領
土

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
北
方
領
土

返
還
要
求
運
動
を
「
世
代
を
超

え
た
国
民
運
動
」と
し
て
確
固

た
る
も
の
に
す
る
た
め
、
若
い

世
代
の
北
方
領
土
問
題
に
対
す

る
関
心
を
高
め
、
幅
広
く
、
よ

り
深
い
啓
発
を
行
う
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
全
国
の
大
学
生

等
を
対
象
と
し
た「
北
方
領
土

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」を
毎
年
根
室
市

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
九
月
に
開
催
さ
れ
、

神
奈
川
大
学
か
ら
三
名
の
学
生

が
参
加
し
、
北
方
領
土
問
題
に

つ
い
て
全
国
の
学
生
と
勉
強
す

る
予
定
で
す
。
十
一
月
十
九
日

に
開
催
さ
れ
る
県
民
大
会
で

は
、
参
加
し
た
学
生
か
ら
の
成

果
報
告
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

�

（
綾
井
）
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○
元
島
民
か
ら
の
講
話

多
楽
島
（
歯
舞
群
島
）
出
身

の
河
田
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

戦
後
ま
で
の
多
楽
島
で
は
、

昆
布
漁
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お

り
、
家
族
み
ん
な
で
手
伝
っ
て

い
ま
し
た
。昆
布
漁
に
限
ら
ず
、

先
代
た
ち
が
汗
を
流
し
、
血
を

流
し
て
開
拓
し
た
土
地
が
北
方

領
土
で
す
。

終
戦
後
間
も
な
く
、
ソ
連
軍

が
上
陸
を
開
始
、
九
月
五
日
に

四
島
は
占
領
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

ソ
連
軍
が
上
陸
し
て
か
ら

は
、
自
由
に
生
活
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
徐
々
に
、
夜
静
ま

っ
た
頃
に
船
で
島
を
脱
出
す
る

人
が
出
て
き
ま
し
た
。
自
力
で

脱
出
し
た
者
以
外
は
、
船
に
荷

物
と
一
緒
に
積
み
込
ま
れ
て
強

制
送
還
さ
れ
、
樺
太
に
上
陸
し

ま
し
た
。
船
の
中
で
は
食
べ
物

や
飲
み
物
も
な
く
、
着
る
も
の

さ
え
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

北
方
領
土
は
紛
れ
も
な
く
日

本
の
領
土
で
す
。
元
島
民
だ
け

の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
一
人

で
も
多
く
の
人
に
返
還
運
動
に

参
加
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

○
船
上
か
ら
の
視
察

野
付
半
島
か
ら
国
後
島
ま
で

は
十
六
キ
ロ
の
距
離
が
あ
り
ま

す
が
、
八
キ
ロ
の
中
間
ラ
イ
ン

ま
で
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
双
眼
鏡
を
使
う
と
、
国
後

島
に
白
い
建
物
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
、
そ
こ
に
北
方
領
土

で
の
生
活
が
あ
る
こ
と
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

○�

視
察
を
終
え
て

視
察
後
、
参
加
者
の
方
々
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に

目
で
見
る
北
方
領
土
2
0
1
7

 

視
察
研
修
報
告

は
、「
元
島
民
の
方
の
話
が
大

変
興
味
深
か
っ
た
」「
北
方
領

土
問
題
の
『
今
』
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
」
な
ど
、
現
地
に
行

く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
方

が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
事
業

を
通
し
て
、
北
方
領
土
問
題
に

つ
い
て
実
感
し
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

元島民からの講話

編
集
後
記

◇
佐
藤
光
会
長
、
一
年
間
御
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
年
度
は
桐
生
秀
昭
新

議
長
に
会
長
就
任
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
五
月
三
十
日
白

石
俊
雄
副
会
長
、
阿
部
嘉
弘
事
務

局
長
と
と
も
に
議
長
室
を
訪
問

し
、
阿
部
事
務
局
長
か
ら
県
民
会

議
の
取
組
み
、
今
年
度
の
行
事
な

ど
の
説
明
を
行
い
、
桐
生
秀
昭
新

会
長
に
は
快
く
就
任
の
承
諾
を
い

た
だ
き
、
御
協
力
い
た
だ
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
一
年
間
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

�
�

（
綾
井
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目で見る北方領土
2018の御案内
（視察研修事業）

期　　　　日：平成30年10月24日㈬～26日㈮
参　 加　 費：88,200円
視察予定地：�海上からの北方領土視察、北方

館、北方四島交流センターほか
最小催行人数：15名
申込み締切：平成30年9月14日㈮

今年も「船上からの北方領土（国後島）視察」
を行います。
ぜひ、御参加ください（参加申込は各団体
を通じてお願いします）。

第34回 
北方領土返還要求運動

神奈川県民大会
日時：平成30年11月19日（月）
　　　18時～19時45分

場所：横浜情報文化センター
　　　情文ホール

内
（予定）
容：�記念講演、北方領土ゼミナール
　　　参加報告ほか

皆様、ふるって御参加ください。

神
奈
川
県
北
方
領
土
問
題
教
育
者
会
議
で
は
、

�

今
年
も
中
高
生
か
ら
の
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す

「北方領土に関する作文コンクール」を今年も実施します。
会員の皆様方の周りの青少年にも、応募のはたらきかけを是非お願いします。

テーマは「北方領土に関すること」で題目は自由です。
締切りは平成30年9月10日（月）までです。

詳しくは、県民会議ホームページ
（http://www.hoppoukanagawa.jp/ryodo/kyouikusya/sakubun2018/

sakubunbosyu2018.htm）を御覧ください。

さ
る
四
月
十
三
日（
金
）に
、

平
成
三
十
年
度
独
立
行
政
法
人

北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
全
国
で
二
団
体

が
受
賞
し
た
う
ち
の
一
団
体
と

し
て
、
日
本
労
働
組
合
総
連
合

会
神
奈
川
県
連
合
会
が
栄
あ
る

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
な

お
、
団
体
の
受
賞
は
、
当
県
民

会
議
で
は
初
で
あ
り
、
全
国
で

も
九
団
体
目
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

連
合
神
奈
川
が

北
方
領
土
問
題

対
策
協
会
表
彰


